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兵庫県立大学経営学部・ひょうご仕事と生活センター共同研究 

ひょうご仕事と生活の調和推進宣言企業調査 結果概要 

 

 

 

（1）調査テーマ「企業における女性活躍推進及びワーク・ライフ・バランスに関する実態調査」 

（2）調査対象者：ひょうご仕事と生活の推進企業宣言企業 1,258 社 

（回答者は、企業の経営層・人事労務責任者） 

（3）調査期間：平成 28年 10 月 15 日～31 日 

（4）調査方法：調査票郵送、着払封筒にて返送 

（5）回答件数：415 社（回収率 33％） 

    

【回答企業の業種】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

【回答企業の業績：過去３年間での企業業績の傾向】 

 

 上昇しているが 36.9％、下降しているは約半分の 17.6％ 

 

【回答企業の育児休業取得状況】 

 

 

約半数は育児休業取得者 

がゼロ。 

  10 人以上取得している企 

業は 4.3％ 

 

 

 

 

業種 回答数 ％ 

製造業 124 29.9% 

医療福祉 63 15.2% 

卸売業・小売業 52 12.5% 

サービス業 50 12.0% 

建設業 49 11.8% 

その他･無回答 77 18.6% 

計 415 100% 

ｎ＝415 

製造業 

29.9% 

医療福祉 

15.2% 

卸･小売業 

12.5% 

サービス

業12.0% 

建設業 

11.8% 

その他・ 

無回答 

18.6% 

3.9% 33.0% 37.1% 15.2% 2.4% 8.4% 

大幅に上昇 やや上昇 変わらない やや下降 大幅に下降 無回答 

１ 調査概要について 

 

46.3% 

24.3% 

8.2% 

4.3% 

2.2% 

3.9% 
4.3% 

6.5% 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

5-9人 

10人以上 

無回答 
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問 1 ５年前と比較すると従業員における女性の割合はどのように変化しているかお答えください。 

   37.8％の企業で女性従業員が増加。減少は 5.8％。 
 
 

 

 

 

 

問２ ５年前と比較すると役職者(部長以上クラス、役員を含む)における女性の割合はどのように

変化しているかお答えください。 

   役職者の増加は 20.0％で、問 1の従業員の増加割合と比べると少ない。減少は 2.1％。 

 

 

 

 

 

 

問３ ５年前と比較すると新規採用者における女性の割合はどのように変化しているかお答えください。 

  34.4％の企業で女性の採用が増加。減少は 4.3％。 

 

 

 

 

 

 

 

問４ ５年前と比較すると女性及び男性従業員の離職率はどのように変化しているかお答えください。 

   離職率減少は女性の方が 2.2％多く、増加は男性の方が 3.5％多い。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５－１ 女性の採用には積極的ですか 

   半数以上の企業(53％)が女性の採用に積極的。消極的はわずか 3.4％。 

 

 

 

 

 

26.5% 26.5% 40.7% 2.7% 

0.7% 

2.9% 

非常に積極的 やや積極的 どちらでもない やや消極的 非常に消極的 無回答 

4.3% 33.5% 53.7% 5.1% 

0.7% 

2.7% 

大幅に増加 やや増加 変わらない やや減少 大幅に減少 無回答 

1.2% 18.8% 74.7% 1.9% 

0.2% 

3.1% 

大幅に増加 やや増加 変わらない やや減少 大幅に減少 無回答 

4.8% 29.6% 57.8% 3.6% 

0.7% 

3.1% 

大幅に増加 やや増加 変わらない やや減少 大幅に減少 無回答 

ｎ＝415 

ｎ＝415 

ｎ＝415 

ｎ＝415 

２ 女性活躍推進の取組について 

 

2.4% 

1.9% 

7.7% 

10.4% 

71.8% 

75.7% 

11.1% 

8.4% 

1.0% 

0.2% 

6.0% 

3.4% 

男性 

女性 

大幅に減少 やや減少 変わらない やや増加 大幅に増加 無回答 
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問５-２ 問５-１で「非常に積極的」「やや積極的」を選択した方へ、新卒採用に当たり男女

比の明確な目標設定を行っていますか。 

 

 

 

 

 

 
問５-３ 問５-１で「非常に積極的」「やや積極的」を選択した方へ、女性採用に積極的な理由に

ついて、当てはまるものすべてに〇をつけてください。 

  「男女関係なく企業理念にあっている人材を採用したい」が 75.5％で一番多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問５-４ 問５-１で「非常に消極的」「やや消極的」を選択した方へ、女性採用に積極的でない理

由について、当てはまるものすべてに〇をつけてください。 

  消極的な理由は、業務内容や結婚･出産･育児、体力面、時間外労働の配慮をあげる企業が多い｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

問６ 貴社の経営層はトップダウンで女性活躍推進についての意思表明をしましたか。 

 

 

 

  

 

はい 

12.3% 
いいえ 83.6% 

無回答 

4.1% 

ｎ＝220 

ｎ＝220 

ｎ＝14 

50.0% 50.0% 

64.3% 

0.0% 0.0% 
7.1% 7.1% 

0.0% 0.0% 

14.3% 14.3% 
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40%
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結
婚･

出
産･

育
児
等 

で
離
職
し
た
り
退
職 

し
て
し
ま
う 

体
力
面
や
時
間
外
労 

働
に
配
慮
す
る
必
要 

が
あ
る 

自
社
の
業
務
内
容
が 

女
性
活
躍
に
適
し
て 

い
な
い 

女
性
が
活
躍
す
る
と 

男
性
従
業
員
の
士
気 

が
下
が
る 

男
性
管
理
職
の
多
く 

が
女
性
従
業
員
へ
の 

対
応
に
不
慣
れ 

実
際
に
期
待
し
た
ほ 

ど
の
成
果
を
上
げ
ら 

れ
な
か
っ
た 

男
性
だ
け
で
必
要
な 

採
用
数
が
確
保
出 

来
る 

更
衣
室
な
ど
社
内
設 

備
の
整
備
に
コ
ス
ト
が 

か
か
る 

転
勤
や
出
張
を 

命
令
し
に
く
い 

社
員
の
意
識
や
社
内 

の
機
運
が
未
だ
整
っ 

て
い
な
い 

そ
の
他 

17.6% 44.1% 29.4% 8.9% 

意思表明した 意思表明はこれからの課題 意思表明する予定はない 無回答 

ｎ＝415 
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 問７ 女性従業員に対する考え方について、貴社の考えに近いものを選び〇をつけてください。 

  78.8％の企業が、「従業員の能力は男女の性差より個体差が大きい」と回答。 

  また、７割近くが、女性管理職や女性の積極的登用に抵抗感がない。 

  

問８ 女性従業員のキャリア形成に関わる以下の取組について、実施状況をお答えください。 

 約半数の企業が、「女性のキャリア形成のための専門部所等の設置」「自社、他社の女性活躍の

ロールモデルの紹介」を実施。 

 「出産、育児･介護休業後の復職制度の整備」に取り組んでいるのは１割以下。 

ｎ＝415 

ｎ＝415 

2.2% 

0.5% 

5.1% 

4.6% 

0.2% 

6.5% 

30.4% 

27.2% 

10.8% 

19.3% 

23.9% 

4.6% 

25.3% 

48.4% 

52.3% 

23.1% 

54.7% 

43.4% 

23.6% 

58.3% 

14.9% 

8.2% 

29.9% 

15.2% 

16.6% 

33.3% 

5.8% 

1.7% 

7.5% 

33.0% 

2.7% 

8.4% 

35.2% 

1.4% 

2.4% 

2.7% 

2.7% 

3.1% 

3.1% 

3.1% 

2.7% 

2.2% 

①女性は管理職等より 

 専門職に向いている 

②社内に女性管理職に 

 対する抵抗感がある 

③女性は社内外に人脈 

 を形成・協力し成果 

 を出すことが得意 

④女性は昇進昇格を望 

 んでいない者が多い 

⑤女性の積極的登用に 

 社内で抵抗感がある 

⑥採用時は女性の方が 

 優秀な人が多い 

⑦従業員の能力は性差 

 より個体差が大きい 

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答 

31.8% 

50.6% 

39.8% 

33.0% 

30.6% 

49.9% 

41.0% 

9.2% 

32.0% 

29.9% 

40.2% 

35.9% 

35.7% 

33.0% 

27.0% 

19.8% 

16.1% 

11.1% 

11.3% 

14.9% 

11.8% 

7.2% 

10.6% 

12.3% 

17.3% 

5.8% 

5.8% 

12.3% 

18.1% 

5.8% 

18.6% 

55.3% 

2.7% 

2.7% 

2.9% 

3.9% 

3.9% 

4.1% 

2.9% 

3.4% 

①女性従業員を対象としたキャ 

 リア形成に向けた研修 

②女性のキャリア形成のための 

 専門部署等の設置 

③行政支援制度（男女共同参画 

 センター等)の活用 

④管理職対象の女性の登用・活 

躍推進のための意識啓発､研修 

⑤メンタｰ制度､幹部との懇談等 

 の相談･サポｰト体制 

⑥自社、他社の女性活躍のロー 

 ルモデルの紹介 

⑦女性従業員の活躍紹介（自社 

 パンフレットやＨＰ） 

⑧出産､育児･介護休業後の復職 

 制度の整備 

実施済み 検討中 今後検討する 実施予定はない 無回答 
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問９ 貴社では、女性の能力を活用することによる、経営に関するメリットをどうお考えですか。 

 以下の項目について該当するものに〇をつけてください。 

６割以上の企業が女性活用のメリットとして、顧客満足度・イメージアップ・企業への評

価の向上や労働力の確保をあげている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 貴社では、多様な働き方に関する以下の制度を設けていますか。当てはまるものすべ

てに〇をつけてください。 

半数超の企業が短時間勤務制度を導入。特別休暇、永年勤続休暇制度は 37.6％。 

問 11 貴社では従業員が長時間労働している実態がありますか。 

 
 問 11-2 貴社では長時間労働を是正する工夫を行っていますか。 

  

ｎ＝415 

３ 労働時間に関する制度と女性活躍推進について 

  

11.3%

9.4%

14.7%

11.6%

13.5%

18.6%

6.7%

14.0%

28.9%

34.7%

48.4%

39.8%

48.4%

44.3%

28.7%

43.6%

47.0%

43.4%

28.2%

42.2%

29.2%

29.6%

48.4%

35.4%

7.5%

7.5%

4.6%

2.7%

4.6%

3.9%

11.1%

2.7%

1.0%

0.7%

0.5%

0.2%

0.2%

0.5%

1.2%

0.7%

4.3%

4.3%

3.6%

3.6%

4.1%

3.1%

3.9%

3.6%

①売り上げや利益の向

上等の経営上の成果

②製品やサービス､マ

ーケティング等競争力

の向上

③顧客満足度の向上

④従業員満足度の向上

⑤対外的イメージアッ

プ、企業への評価の向

上

⑥労働力の確保

⑦離職率(特に女性)の

低下

⑧職場の雰囲気の改善

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答

はい 31.1% いいえ 62.9% 無回答 
6.0% 

はい 72.8% いいえ 14.2% 
無回答 
13.0% 

ｎ＝415 

ｎ＝415 

ｎ＝415 

17.1% 

8.7% 

50.8% 

8.2% 8.4% 

37.6% 

10.8% 11.3% 
4.1% 

0%

20%

40%

60%

フレックス 

タイム 

裁量労働 短時間   

勤務 

在宅勤務･ 

テレワーク 

ボランティ 

ア休暇 

特別休暇、 

永年勤続 

休暇 

長期休暇 勤務地の希 

望を認める 

その他 
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問 11-3 「問 11-2」で「はい」を選択した方へ、具体的にどのような工夫をしていますか。

当てはまるものすべてに〇をつけてください。 

  従業員への指示の明確化が 35.3％、次いで管理職からの積極的声かけが 32.9％。 

 
問 12-1 長時間労働の是正は女性活躍推進に有効だとお考えですか。 

57.6％の企業が有効だと回答。 

 

問 12-2 ｢問 12-1｣で「非常に・やや有効」を選択した方へ、女性活躍推進に有効である理由

として当てはまるものすべてに〇をつけてください。 

｢男女ともに家事・育児を負担できる｣が 79.1％で一番多く、次いで｢ワ-ク･ライフ・バランスが

確保される｣が 75.3％となっている。 

 

問 12-3 ｢問 12-1｣で「有効でない・あまり有効でない」を選択した方へ、女性活躍推進に有

効でない理由として当てはまるものすべてに〇をつけてください。 

  

25.3% 32.3% 33.3% 2.4% 

1.7% 

5.1% 

非常に有効 やや有効 どちらともいえない あまり有効でない 有効ではない 無回答 

ｎ＝302 

ｎ＝239 

ｎ＝17 

ｎ＝415 
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15.2% 
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3.9% 

14.3% 

24.2% 
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46.0% 

79.1% 

49.8% 

75.3% 

0.8% 
0%

20%

40%

60%

80%

長時間労働が是正 

されると従業員の 

定着率が上がる 

定時帰宅でき、男 

女とも家事・育児 

を負担できる 

業務が効率化し従 

業員の能力が最大 

限に活かされる 

従業員のワーク・ 

ライフ・バラン 

スが確保される 
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52.9% 

0.0% 

23.5% 

58.8% 

23.5% 23.5% 
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20%

40%

60%

残業の成果により 

生産性を保っている 

残業は企業への 

忠誠心の表れ 

女性も残業を 

厭わず働く 
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問 13 貴社では、以下の項目についてどの程度当てはまるとお考えでしょうか。該当するもの

に〇をつけてください。  

 残業時間の多い従業員が評価される、育児休業取得は昇任･昇格不利と考えている企業は少ない。 

 

16.9% 

8.7% 

7.0% 

18.6% 

34.5% 

0.5% 

8.9% 

0.2% 

17.3% 

15.4% 

3.9% 

8.4% 

10.6% 

34.2% 

17.3% 

12.5% 

5.5% 

11.1% 

6.3% 

6.5% 

11.8% 

12.5% 

27.5% 

27.2% 

42.9% 

40.5% 

27.7% 

6.7% 

40.5% 

4.3% 

32.3% 

25.3% 

24.8% 

31.6% 

31.1% 

36.6% 

53.0% 

46.5% 

38.1% 

43.1% 

41.0% 

44.1% 

55.4% 

46.0% 

36.6% 

36.6% 

36.9% 

23.6% 

24.3% 

24.6% 

36.1% 

19.0% 

31.6% 

30.8% 

45.8% 

38.6% 

33.7% 

17.8% 

23.9% 

31.8% 

46.0% 

29.6% 

43.9% 

38.1% 

27.0% 

32.5% 

11.1% 

21.2% 

10.4% 

15.2% 

8.4% 

35.2% 

11.6% 

32.8% 

7.7% 

21.4% 

21.0% 

16.9% 

18.8% 

6.5% 

3.9% 

7.0% 

6.5% 

11.3% 

6.5% 

8.9% 

3.9% 

5.3% 

3.9% 

3.4% 

0.5% 

0.5% 

3.4% 

30.8% 

0.5% 

41.0% 

5.5% 

4.8% 

3.1% 

2.2% 

3.1% 

1.7% 

0.5% 

0.7% 

1.2% 

2.2% 

0.7% 

1.0% 

0.5% 

4.1% 

2.9% 

2.4% 

1.7% 

1.7% 

2.2% 

2.4% 

2.7% 

5.5% 

2.2% 

1.4% 

2.4% 

2.7% 

3.1% 

1.4% 

1.4% 

2.7% 

2.7% 

1.7% 

1.4% 

1.9% 

3.1% 

①ＷＬＢに戦略的に取り組むと 

 経営層が意思表明した 

②ＷＬＢの考え方は社内に浸透 

 している 

③従業員の仕事と仕事以外の生 

 活はバランスが取れている 

④自社の労働時間は適切である 

⑤自社ではサービス残業はない 

⑥自社では残業時間の多い従業 

 員が高く評価される 

⑦従業員の仕事量・ノルマは適 

 切である 

⑧従業員の育児休業取得は昇進 

 ･昇格に不利になる 

⑨育児休業取得者に対して休業 

 前の業績を考慮している 

⑩有給休暇の所得率は高い    

⑪従業員の給与に対する満足度 

 は高い 

⑫福利厚生制度は充実している 

⑬昇進・昇格基準は明確に規定 

 されている 

⑭昇進・昇格に当たり、性別に 

よる相違はない 

⑮職場の人間関係は良好である 

⑯上司と部下のコミュニケーシ 

  ョンは活発である 

⑰部下から信頼される上司が多 

  い 

⑱従業員に次世代リーダー育成 

  のための教育をしている 

⑲従業員の仕事に対する満足度 

  は高い 

⑳従業員のモチベーションを維 

  持･向上させている 

㉑顧客の自社製品・サービスに 

 対する満足度は高い 

㉒自社製品・サービスは競争力 

 が強い 

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答 

ｎ＝415 
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